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【研究要旨】 

難治性角膜疾患では、原因・病態ともに不明なものも多く、その原因に即した治療法が

確立していないものも多くみられる。また遺伝性疾患の中でも原因遺伝子について、少し

ずつ明らかになっているものもあるものの、いまだ不明なものも多くみられる。 

本年度は、膠様滴状角膜ジストロフィーの診療ガイドライン策定においては、システマ

ティックレビュー結果の統計チームによる確認およびレビュワーによる修正を行い、班

会議にて推奨および解説草案の最終化が行われた。 

Fuchs 角膜内皮ジストロフィーを含む水疱性角膜症の角膜前後面の乱視について前眼

部光干渉断層計を用いて、レトロスペクティブに解析を行った。 
 
 

Ａ．研究目的 

本研究では Mindsに準拠した方法でエビ

デンスに基づく診療ガイドラインを策定

し、医師、患者ならびに広く国民に普及・

啓発活動を行うことで、国内における診療

の均てん化を図ることを目的とする。 

水疱性角膜症は角膜内皮細胞の障害によ

り角膜実質や上皮の浮腫を来す病態である

が、乱視の特性についてはよく知られてい

ない。本研究の対象疾患の 1つである

Fuchs 角膜内皮ジストロフィーは最終的に

は水疱性角膜症となり、著しい視力障害を

来すことが知られている。水疱性角膜症の

角膜前面および後面の乱視を定量的に評価

することも目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

膠様滴状角膜ジストロフィーについて

は、昨年度に実施した文献検索結果につい

て一次スクリーニングおよび二次スクリー

ニングを実施し、採用文献を決定後、定性

的システマティックレビューを実施した。

システマティックレビュー結果および

Future Research Question をレポートと

してまとめた後、統計チームによる確認お

よびレビュワーによる修正が行われた。SR
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レポートをもとに推奨および解説文草案を

作成し、班会議にて最終化した。 

後ろ向き観察研究において、対象は角膜

内皮移植前の水疱性角膜症患者 41例 43眼

および角膜疾患のない患者 43例 43で前眼

部光干渉断層計を計測された患者を組み入

れた。角膜前面および後面について角膜形

状解析の Fourier解析により、球面成分、

正乱視成分、非対称成分、高次不正乱視成

分に分解し、水疱性角膜症群と健常群を比

較した。水疱性角膜症の原疾患に応じて、

内眼手術群、レーザー虹彩切開群、Fuchs

角膜内皮ジストロフィー群のサブグループ

解析を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究はヘルシンキ宣言の趣旨を尊重

し、関連する法令や指針を遵守し、東京大

学医学部倫理委員会の承認を得たうえで行

われた。 

 

Ｃ．研究結果 

様滴状角膜ジストロフィーの診療ガイド

ラインについては、CQ,BQ ごとに文献検索

およびシステマティックレビューを実施

し、推奨を決定した。 

水疱性角膜症群では、健常群と比較し

て、角膜前面および後面ともに正乱視成

分、非対称成分、高次不正乱視成分ともに

有意に大きかった。サブグループ解析で

は、内眼手術群、レーザー虹彩切開群にお

いては、中心角膜厚と角膜後面の非対称成

分、高次不正乱視成分の有意な相関がみら

れたが、Fuchs 角膜内皮ジストロフィーで

は見られなかった。 

 

Ｄ．考察 

膠様滴状角膜ジストロフィーについては

診療ガイドライン草案を作成し、今後は外

部評価やパブリックコメントを実施する予

定である。 

Fuchs角膜内皮ジストロフィーの最終状

態である水疱性角膜症については、角膜前

後面ともに不正乱視が増加していることが

判明した。 

 

Ｅ．結論 

膠様滴状角膜ジストロフィーの診療ガイ

ドラインについては、システマティックレ

ビュー結果について統計チームによる確認

およびレビュワーによる修正を行い、班会

議にて推奨および解説草案を最終化した。 

本研究では、水疱性角膜症の角膜前後面

の乱視の定量を行い、その特徴を明らかに

した。 
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2. 学会発表 

1. 宮井尊史 シンポジウム３ 新規治
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究の最前線 病態から考える Fuchs

角膜内皮ジストロフィ 第 126回日

本眼科学会総会 2022,大阪 

2. 宮井尊史 シンポジウム II 難治性

角膜疾患の克服に向けて Fuchs角
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ランス 2023, 2023,横浜   

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし 
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